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カンファレンス概要 
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2016 2017 
参加者数 

(日本からの参加) 
300 
(6) 

191 
(6) 

セッション数 100 79 

セッション 
テーマ 

Sakai 22 27 
uPortal 6 12 

Learning Analytics 5 4 
CAS 4 5 

LTI 3 0 
Portfolio 3 3 



Community translation of Sakai using Transifex (法政大学) 

EduSPOT Project (法政大学) 

Feasibility study on an introduction of paper-based 
assignment for Sakai (名古屋大学) 

Sakai localization as an office assistant (京都大学) 

Ja Sakaiセッション 
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 京都大学セッション 
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Sakai Current 
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 Sakai 11.4 
Sakai11は昨年のOA2016直前にリリース済の
ため最新機能に関する報告はなかった。 

Sakai 11.4 Screen Shot 



Sakai関連セッション 
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 Selling Sakai 
バージニア大学におけるSakai学内展開のた
めの取り組みの事例紹介 

 
• User stories 
• Fact sheets/brochures 
• Posters 
• Video 
• Social media 



uPortalの開発状況 
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 uPortal のリリース状況 
 uPortal 4.3.1（2016 年 10 月 21 日） 
 uPortal 4.3.2（2017 年 11 月 11 日） 
 uPortal 5.0.0（2017 年 10 月 25日） 

• 200 以上のチケットに対応 
 uPortal 5.0.1（2017 年 11 月 23日） 
 uPortal 5.0.2（2017 年 12 月 05日）← 最新 
 
 



uPortal 5 の改善点 
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 ポータルの管理・実装の高度化 
セットアップ作業の単純化＆簡単化 
新しいビルドツールの導入 
強力なデータベース管理ツールの追加 
簡単にスキンを適用できる機能の追加 
パッチの適用を簡単に行える仕組みの実装 
 WCAG 2.0 Level AA のアクセシビリティ 
 セキュリティ機能の高度化 
 新しいコンテンツ作成機能（Soffits）の実装 
 コンテナ技術やクラウドのサポート 



uPortal-home 
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 OpenApereo2016で紹介されたAngularJSポータル
（ウィスコンシ ン大学が開発）が正式にApereoの
プロジェクトとして開発スタート 
 Javascriptによるクライアントサイド描画 
 アプリ（Portlet ）をタ イル状に配置 
 レスポンシブデザイン 
 シンクレア大学の 

ポータルに採用 



CASの開発状況 
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 CAS 5 系のリリース状況 
 CAS 5.0.0（2016 年 11 月 08 日） 
 CAS 5.1.0（2017 年 05 月 28 日） 
 CAS 5.1.6（2017 年 11 月 20 日） 
 CAS 5.2.0（2017 年 11 月 28 日）← 最新 
 

 CAS 5.1.x ＆ 5.2.x 系の特徴 
多要素認証のサポート強化 

• Google Authenticator, Microsoft Azure Authentication, etc. 

管理者画面のユーザビリティも改善 
パスワード変更や通知などの機能を標準サ

ポート 
 
 

 
 
 



ラーニングアナリティクスと 
IMS標準の動向 
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Tsugiフレームワーク 

Apereo Learning Analytics Initiativeの
活動報告 

ノートルダム大学の実践報告 
 



Tsugiフレームワーク 
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LTIを利用した教育用プラットフォーム 

NGDLEを意識した構成になっている 

LTIを利用した機能拡張 

https://www.tsugi.org 

 

今回の発表では下記について報告があった 

NodeJSバージョンの開発 

IMS Common Cartridge, IMS Content Itemを用いたコン
テンツの管理機能の開発 

https://www.tsugi.org/


Apereo Learning Analytics Initiative
の活動報告 
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Learning Analyticsのためのプロダクトを開発している 

https://www.apereo.org/communities/learning-analytics-initiative 

今回の発表では各プロダクトの進捗について報告があった 

 

Learning Analytics Processor 

現在利用されているHadoopを使ったものが十分機能している
のでプロダクトからは除外されることになった。 

Learning Record Store -> Learning Record Warehouse 

Student Information System（SIS）の情報を含めたLearning 
Record Warehouseへ改名された。 

情報の活用には学生情報が必要なため 

SISはIMS One Roster形式をサポート 

 

 

 

 



ノートルダム大学の実践報告 
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LAIのプロダクトを使ったLearning Analyticsの実践環境の紹介と
デモンストレーションが行われた。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献: 
https://www.eventsforce.net/CONCENTRA/media/uploaded/EVCONCENTRA/event_12/setup.objItemDe
tails_750_2017-open-apereo-LRW-philly.pdf 

 



基調講演  
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"The Next-Generation Digital Learning Environment: A Keystone for 
Student Success"  

Malcolm Brown (Director of the Educause Learning Initiative) 



"Open Source Values and Advocacy” 

 

パネルディスカッション 
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Sakai の製品としての質の高さや多様で安定した Sakai コミュニティの状
況，将来を含むすべてを自学でコントロールできる良さが強調 



ベンダー製品が製品開発費以上の多額のマーケティング経費 
（あるベンダーは昨年38億円）を使用している現状を踏まえながら議論 
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